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(57)【要約】
　【課題】　切り屑が手前に飛散して作業の邪魔になら
ないようにした電動鋸用鋸刃を提供する。
　【解決手段】　鋸刃を直線往復動作させる電動鋸に使
用される鋸刃において、鋸刃１０の複数の各歯が先端側
に切り刃１５Ｂを有する押し切り形態に製作され、最先
端の歯１３の歯先と基端の歯１４の歯先とを結ぶ基準直
線Ａに対して、各歯の歯先を結ぶ歯先線Ｅが下方に凸状
に湾曲され、基準直線の長さＬが７５ｍｍ～６００ｍｍ
の範囲内の長さであり、基準直線から最も離れた歯１６
の歯先から、基準直線までの距離Ｃが１５ｍｍ以下であ
ることを特徴とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋸刃を直線往復動作させる電動鋸に使用される鋸刃において、
　鋸刃（１０）の複数の各歯が先端側に切り刃（１５Ｂ）を有する押し切り形態に製作さ
れ、
　最先端の歯（１３）の歯先と基端の歯（１４）の歯先とを結ぶ基準直線（Ａ）に対して
、各歯の歯先を結ぶ歯先線（Ｅ）が下方に凸状に湾曲され、
　上記基準直線（Ａ）の長さ（Ｌ）が７５ｍｍ～６００ｍｍの範囲内の長さであり、上記
基準直線（Ａ）から最も離れた歯（１６）の歯先から、上記基準直線（Ａ）までの距離（
Ｃ）が１５ｍｍ以下であることを特徴とする電動鋸用鋸刃。
【請求項２】
　上記鋸刃の各歯の先端部（１５Ａ）は底辺と底辺の両端から相互に接近するように傾斜
した左右の傾斜辺とからなる断面形状を高さが鋸刃長手方向に次第に低くなるように連続
させた形状に形成され、該歯の先端部（１５Ａ）の外縁には切り刃（１５Ｂ）が形成され
ている請求項１記載の電動鋸用鋸刃。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電動鋸用鋸刃に関し、特に切り屑が手前に飛散して作業の邪魔にならないよう
にした鋸刃に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動鋸には鋸刃を回転させて被切削物を切断する方式と、鋸刃を往復運動させて被切削
物を切断する方式が知られている。
【０００３】
　従来の往復動方式の鋸刃では各歯の歯先を結ぶ線をほぼ直線に製作し、複数の各歯を左
右にあさり分けすることにより、鋸板と被切断部材との密着に起因する鋸刃の押し引きの
抵抗を少なくするとともに、切り屑を排出するようにしている。
【０００４】
　これに対し、鋸刃の最先端の歯の歯先と基端の歯の歯先を結ぶ直線に対して各歯の歯先
を結んだ線を上方に凹状に湾曲させ、良好な切れ味（切削性能）や耐久性を得るようにし
た電動鋸用鋸刃が提案されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－１７９５３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１記載の電動鋸用鋸刃は引き切り式の鋸刃であり、切り屑が作業者の
方に飛散し、作業の邪魔になることがあった。
【０００７】
　本発明はかかる問題点に鑑み、切り屑が手前に飛散して作業の邪魔にならないようにし
た電動鋸用鋸刃を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そこで、本発明に係る電動鋸用鋸刃は、鋸刃を直線往復動作させる電動鋸に使用される
鋸刃において、鋸刃の複数の各歯が往動方向の先端側に切り刃を有する押し切り形態に製
作され、最先端の歯の歯先と基端の歯の歯先とを結ぶ基準直線に対して、複数の各歯の歯
先を結ぶ線が下方に凸状に湾曲され、上記基準直線の長さが７５ｍｍ～６００ｍｍの範囲
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内の長さであり、上記基準直線から最も離れた歯の歯先から、上記基準直線までの距離が
１５ｍｍ以下であることを特徴とする。
【０００９】
　本発明の特徴の１つは鋸刃の歯を押し切り形態の切り刃とした点にある。これにより、
切り屑は作業者から離れる方向に飛散するので、作業の邪魔になることはない。
【００１０】
　また、鋸刃が引き切りの形態の場合、鋸刃に何らかの大きな抵抗が加わったときに作業
者は被切断部材に対して引っ張る方向に負荷が作用することとなるが、鋸刃が押し引きの
形態の場合には被切断部材から離れる方向に負荷が作用するので、安全性が高い。
【００１１】
　また、本発明の第２の特徴は鋸刃を下方に凸状に湾曲させるようにした点にある。切断
時には被切断部材に対して鋸刃を上方から押し付けて直線往復動作させる必要があるが、
上述のように鋸刃を下方に凸状に湾曲させると、鋸刃を上方から押し付けて直線往復動作
させたときに押し切り形態の切り刃が被切断部材に効率よく喰い込んで切断して行くので
、切断量が増え、作業効率がアップする。
【００１２】
　鋸刃の歯先線の湾曲の程度は電動鋸の性能によって異なるが、最先端の歯の歯先と基端
の歯の歯先とを結ぶ基準直線（以下、「基準直線Ａ」という）が７５ｍｍ～６００ｍｍの
範囲内の長さの場合、基準直線Ａから最も離れた歯の歯先から、基準直線Ａまでの距離は
１５ｍｍ以下であるのが好ましい。
【００１３】
　また、鋸刃の複数の歯は鋸刃の摩擦抵抗を少なくする上で、あさり分けを行ってもよい
が、鋸刃の各歯の先端部を底辺と底辺の両端から相互に接近するように傾斜した左右の傾
斜辺とからなる断面形状を高さ鋸刃長手方向に次第に低くなるように連続させた形状に形
成し、該歯の先端部の外縁に切り刃を形成すると、鋸板と被切断部材との間に隙間をあけ
て鋸刃の摩擦抵抗を少なくできる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る電動鋸用鋸刃の実施形態を示す概略斜視図である。
【図２】上記実施形態を示す拡大側面図である。
【図３】上記実施形態を示す拡大斜視図である。
【図４】上記実施形態の動作を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を図面に示す具体例に基づいて詳細に説明する。図１ないし図４は本発明
に係る電動鋸用鋸刃の好ましい実施形態を示す。図において、電動鋸用鋸刃１０は細長い
ブレード状をなし、鋸板１１の下端縁には所定の高さの側面ほぼ三角形状をなす複数の歯
が所定のピッチで形成され、鋸板１１の基端側には電動鋸への取付部１２が形成されてい
る。
【００１６】
　鋸板１１の複数の各歯の歯先を結ぶ歯先線Ｅは鋸板１１の最も先端側の歯１３の歯先と
最も基端側の歯１４の歯先を結ぶ基準直線Ａに対して下方に凸状となるようにほぼ一定の
曲率で湾曲され、複数の各歯の歯先から基準直線Ａまでの距離は基準直線Ａの中点に対向
する歯１６で最も大きく、鋸板１１の先端側及び基端側になる程小さくなっている。
【００１７】
　本例では基準直線Ａの長さＬは７５ｍｍ～６００ｍｍの範囲内の長さであり、基準直線
Ａと歯１６の歯先との間の距離Ｃは１５ｍｍ以下となっている。
【００１８】
　また、鋸板１１の複数の各歯の歯先部分１５には底辺と底辺の両端から相互に接近する
ように傾斜した左右の傾斜辺とからなる断面形状を高さが鋸刃長手方向に次第に低くなる
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ように連続させた形状の刃付け部１５Ａが圧延又は研磨によって形成され、刃付け部１５
Ａの外縁が研磨されることによって刃付け部１５Ａの押し切り形態の切り刃１５Ｂが形成
されている。
【００１９】
　本例の電動鋸用鋸刃を円柱状のワーク（被切断部材）２０を切断する場合、電動鋸を作
動させ、鋸板１１の中央付近をワーク２０に押し付けると、鋸板１１の往動時（図４の矢
印Ｈ方向）には複数の各歯の切り刃１５Ｂがワーク２０を切断しながら、切り屑は前方に
排出される。
【００２０】
　このとき、鋸板１１に何らかの大きな抵抗が加わったときには作業者にはワーク２０か
ら離れる方向に負荷が作用するので、鋸板１１に引きずられてワーク２０に衝突するなど
のおそれはなく、安全性が高い。
【００２１】
　また、切断時にはワーク２０に対して鋸板１１を上方から押し付けながら直線往復動作
させる必要があるが、上述のように鋸板１１を下方に凸状に湾曲させると、鋸板１１を上
方から押し付けて直線往復動作させたときに押し切り形態の切り刃１５Ｂがワーク２０に
効率よく喰い込んで切断するので、大きく切断でき、作業効率がよい。
【００２２】
　また、歯の刃付け部１５Ａを断面ほぼ三角形状とし、その外縁に切り刃１５Ｂを形成し
ているので、ワーク２０には鋸板１１よりも広い幅の溝が切られ、鋸板１１が被切断部材
２０に圧接して抵抗を受けることがほとんどなく、軽く切断することができる。
【符号の説明】
【００２３】
　　１０　　　鋸刃
　　１１　　　鋸板
　　１２　　　取付け部
　　１３　　　最先端歯
　　１４　　　基端歯
　　１５　　　歯先部分
　　１５Ａ　　刃付け部
　　１５Ｂ　　切り刃
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